
平成30年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 危機管理室 事業No. 262

事務事業名 非常備消防事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続
開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 11 災害に備え、社会基盤を強化し、防災意識を高める
   
   

分野別計画
 第11次消防力（消防団）整備計画
  
  

法令・例規等
 消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律
 消防団員の装備の基準
  

事業目的
対象 消防団員

意図 消防団員の安全装備品の充実を行う

２ 事業内容

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・第11次消防力（消防団）整備計画の３年目に当たり、継続
して消防団員の安全装備品の整備を行いました。
・消防団における日常的な災害対応はもとより、期待される
活動を具現化するため、安全装備品の充実を図りました。
・消防団員の災害・訓練活動運営経費、研修費用及び消防団
等公務災害補償等共済への加入など、消防団活動の充実を図
りました。
・消防団詰所の維持管理を適正に行いました。

需用費 19,834
役務費（自賠責保険等） 2,245
委託料（デジタル無線設備管理・合併浄化槽等） 5,238
使用料及び賃貸料 5,172
公課費（自動車重量税） 819
共済費 28,735
報償費（退職報償金） 30,055
負担金補助及び交付金 102,759
  
  
その他の経費 1,666

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成28年度
実績

平成29年度
実績

平成30年度
実績

令和元年度
 

令和2年度
 

耐切創性手袋 双 270 270 270   
防火衣 着 22 29 28   
防火長靴 足 45 64 54   
トランシーバー 台 30 22 17   

       
       
       
       

30年度
決算

(千円)

予算額 204,251 特定財源内訳及び補足事項
決算額 196,523 （そ）消防団員等公務災害補償金　205千円

（そ）消防団員等退職報償金　27,290千円
（そ）消防施設使用料　239千円

財源の
状況

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 27,734
一般財源 168,789

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 9 1 2 10 1 21,494 21,026 非常備消防一般経費

2 1 9 1 2 11 1 182,757 175,497 消防団運営事業費

3          

4          

5          

6          

7          

振返り課題認識 車両の定期点検や修理等を精査し、適正な維持管理及び安全装備品の配備を実施しました。
消防団に期待される活動が多様化している一方で、団員定数確保が深刻な課題となっています。

上記の課題解決
のための有効策

団員確保のため、あらゆる機会を捉え広報を実施します。
また、事業内容や団員の福利厚生の向上などの見直しを行い、消防団活動に参加しやすい環境を整えます。

次年度に向けて
の取り組み

安全装備品の充実を図り、活動に支障が生じないよう安全で魅力ある消防団を目指すとともに、団員個々の消防技術力を高
め住民の安全・安心を確保していきます。
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